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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月26日(2020.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の保留アイコンを表示可能な表示手段を備えた遊技機であって、
　前記表示手段の下方に位置し各保留アイコンが表示されるそれぞれの表示領域に第１の
表示と第２の表示の一方を表示可能であり、
　前記第１の表示が表示されている前記表示領域には、前記保留アイコンが表示可能であ
り、
　前記第２の表示が表示されている前記表示領域では、前記保留アイコンが見えなくなり
、
　前記第１の表示が表示されている前記表示領域に前記保留アイコンが先読み演出されて
いない通常の態様で表示された後、前記表示領域の表示が前記第１の表示から前記第２の
表示に切り替わり、前記保留アイコンが見えなくなる第１の演出と、
　前記第１の演出の後、前記表示領域の表示が前記第２の表示から前記第１の表示に切り
替わり、見えなくなった前記保留アイコンが先読み演出された特別な態様となって再度表
示される第２の演出と、を実行可能な
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　[適用例１]
　複数の保留アイコンを表示可能な表示手段を備えた遊技機であって、
　前記表示手段の下方に位置し各保留アイコンが表示されるそれぞれの表示領域に第１の
表示と第２の表示の一方を表示可能であり、
　前記第１の表示が表示されている前記表示領域には、前記保留アイコンが表示可能であ
り、
　前記第２の表示が表示されている前記表示領域では、前記保留アイコンが見えなくなり
、
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　前記第１の表示が表示されている前記表示領域に前記保留アイコンが先読み演出されて
いない通常の態様で表示された後、前記表示領域の表示が前記第１の表示から前記第２の
表示に切り替わり、前記保留アイコンが見えなくなる第１の演出と、
　前記第１の演出の後、前記表示領域の表示が前記第２の表示から前記第１の表示に切り
替わり、見えなくなった前記保留アイコンが先読み演出された特別な態様となって再度表
示される第２の演出と、を実行可能な
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】


	header
	written-amendment

